
食と運動・健康応援講座

緊急物資の
海上輸送が可能に
緊急物資の
海上輸送が可能に

食と運動・健康応援講座
栄
養
士
手
作
り
の

お
べ
ん
と
う
も

い
た
だ
き
ま
す
！

過去の
講座参加者の声

健康な生活習慣を身につけるため、「食」と「運動」の両面からサポートします！

万一の災害に備え、大型貨物船の定期航路をもつ運輸会社と
「災害時における応援に関する協定」を締結

　いつまでも若々しく健康でいるためには、バランスのよい食と運
動は欠かせません。市では今年も、健康な生活習慣を見直すきっか
け作りのために、「食と運動・健康応援講座」を年4回実施します。
　テーマ別講義と栄養士の手作り弁当を食べて学ぶ「食と講義編」、
スポーツ教室指導員による「運動編」の2日間コースとなっており、
次回のテーマは「美・ダイエット　いろは講座」です。詳しくは下
記をご参照ください。
日時　①食と講義編…11月29日㈫　午前10時～午後1時
　　　②運動編…12月6日㈫　午前9時30分～11時30分
場所　①保健センター　②総合体育館
対象　食生活、運動習慣に関心のある市民で、２日間とも受講可能
な人　※お子さんの参加はご遠慮願います
定員　先着30人
参加費 500円（教材、資料代）
申込　11 月 10 日㈭から保健センター窓
口または電話にて
問合　保健センター（☎33・8181）
　なお、今年度は、3 月にも予定してい
ます。詳しくは広報紙平成 24 年 2 月号
をご覧ください。

栄養士の手作り弁当（イメージ）
お弁当に使用する食材は、すべて近商ストア泉大津店から
市民の皆さんの健康に役立てればというご好意により、無
償で提供いただいています

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
本
市
で
は
近
い
将
来
の
大
規
模

災
害
に
備
え
る
た
め
、
10
月
17
日
に

市
町
村
広
域
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加

盟
市
で
あ
る
宮
崎
県
日
向
市
と
、
日

向
市
に
本
社
を
置
く
八
興
運
輸
㈱
と

災
害
時
に
お
け
る
応
援
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
日
向
市
と
本
市
と
の
間

に
貨
物
な
ど
を
大
量
に
輸
送
で
き
る

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ（
ロ
ー
ロ
ー
）
船
の
定
期

航
路
（
週
に
３
便
）
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
、
被
災
し
た
市
民
向
け
の
救
援

物
資
な
ど
貨
物
で
の
大
量
の
緊
急
輸

送
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
社
が
あ
る
日
向
市
と
の
間
で
検
討

を
進
め
、
今
回
の
締
結
が
実
現
し
ま

し
た
。

　
こ
の
締
結
に
よ
り
、
道
路
な
ど
の

陸
路
寸
断
と
い
っ
た
緊
急
時
も
、
海

上
輸
送
に
よ
っ
て
半
日
程
度
で
大
量

の
救
援
物
資
な
ど
の
輸
送
が
可
能
に

な
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
、
今
後
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

他
の
自
治
体
や
民
間
企
業
と
の
協
力

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問
合
　
危
機
管
理
課
（
市
役
所
４
階
）

体で実感、
舌でも実感で、
勉強になった！

あまり強い運動
ではないのに、
全身が

心地いいです。

栄養満点で
おいしい昼食をい
ただける機会は
ほとんど
ありません！

汗をかいて
気分が明るく
なった！

教室のようす

計２日間の
プログラムです！
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12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
で
す
。

ま
た
、
12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権

週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
こ
の
一
週
間
を
中
心
に

人
権
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
街
頭
啓
発
や
人
権
問
題
を

考
え
る
市
民
の
集
い
、
人
権
啓
発
作

品
展
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
特
設
人
権

相
談
所
も
開
設
し
ま
す
。

●
人
権
啓
発
作
品
展

内
容
　
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
・
図
画

日
時
　
12
月
１
日
㈭
〜
８
日
㈭
　
午

前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

●
人
権
啓
発
作
品
展
作
品
募
集

募
集
作
品
　
標
語
（
は
が
き
）・
ポ

ス
タ
ー
・
図
画
〈
サ
イ
ズ
自
由
〉

　
優
秀
作
品
は
人
権
啓
発
作
品
展
で

展
示
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

申
込
　
11
月
18
日
㈮
ま
で
に
、〒
５

９
５
ー
８
６
８
６
　
世
界
人
権
宣
言

泉
大
津
連
絡
会
事
務
局
（
人
権
啓
発

課
）
へ

●
人
権
街
頭
啓
発

日
時
　
12
月
１
日
㈭
　
①
午
前
８
時

　
②
午
前
10
時
30
分

場
所
　
①
泉
大
津
駅
前
・
北
助
松
駅

前
　
②
イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
府
中
店

●
人
権
問
題
を
考
え
る
市
民
の
集
い

内
容
　
▽
コ
ン
サ
ー
ト
「
響
け
　
韓

国
の
心
　
韓
国
伝
統
芸
能
」
〜
韓
国

舞
踊
＆
人
権
ト
ー
ク
〜
（
出
演…

呂

英
華
（
ヨ
　
ヨ
ン
フ
ァ
）
芸
術
院
）

▽
韓
国
舞
踊
「
宮
廷
舞
踊
」「
民
族

舞
踊
」の
美
　
扇
の
舞（
プ
チ
ュ
チ
ュ

ン
）、
巫
女
の
舞
（
ム
ダ
ン
チ
ュ
ン
）、

教
坊
打
鼓
舞
（
キ
ョ
バ
ン
ダ
コ
ム
）

な
ど
　

日
時
　
12
月
10
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
　
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

参
加
費
　
無
料

定
員
　
先
着
１
５
０
人

申
込
　
11
月
７
日
㈪
か
ら
22
日
㈫
ま

で
に
、
人
権
啓
発
課
へ
電
話
で
申
し

込
み
（
先
着
順
）。
一
時
保
育
を
希

望
す
る
人
は
申
し
込
み
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
　
人
権
啓
発
課
（
☎
33
・
９
２

０
８
）

●
特
設
人
権
相
談
所

　
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

開
設
日
時
・
場
所
　
▽
12
月
１
日
㈭

…

北
公
民
館
　
▽
12
月
２
日
㈮…

南

公
民
館
　
▽
12
月
６
日
㈫…

男
女
共

同
参
画
交
流
サ
ロ
ン
（
に
ん
じ
ん
サ

ロ
ン
）　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
３
時

問
合
　
人
権
啓
発
課
（
市
役
所
１
階

１
番
窓
口
）

【
人
権
問
題
で
困
っ
た
ら

人
権
擁
護
委
員
へ
】

　
人
権
問
題
で
お
悩
み
の
人
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
た
次
の
６
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
お
り
、
市
役
所
で
皆
さ
ん
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
日
・
場
所
　
第
２
・
３
・
４
水

曜
日
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
に

て
（
た
だ
し
、
12
月
は
特
設
人
権
相

談
所
開
設
の
た
め
第
２
水
曜
日
）

本
市
の
人
権
擁
護
委
員

▽
藤
原
洋
子
（
千
原
町
２
ー
17
ー
６

☎
32
・
０
１
９
５
）　
▽
初
田
峰
子

（
戎
町
２
ー
29
　
☎
21
・
５
２
４
１
）

▽
花
野
晃
一
（
虫
取
町
１
ー
９
ー
６

☎
32
・
１
６
５
６
）　
▽
濱
田
秋
一

（
助
松
町
１
ー
14
ー
25
　
☎
32
・
４

５
７
６
）　
▽
辻
川
雅
子
（
楠
町
東

２
ー
34
　
☎
21
・
０
２
７
０
）　
▽

竿
下
利
和
（
松
之
浜
町
２
ー
32
ー
19

☎
32
・
８
９
８
９
）

問
合
　
人
権
啓
発
課
（
市
役
所
１
階

１
番
窓
口
）

●
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な
ど
に
お

け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性

を
め
ぐ
る
各
種
の
人
権
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
相
談

に
応
じ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
中(

11
月
12
日
〜
25
日
）
の
強

化
週
間
と
し
て
、
次
の
日
時
に
全
国

一
斉
相
談
日
を
開
設
し
専
門
の
相
談

員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
電
話

を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰
　 

▽
月
〜
金
曜
日…

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
　
▽
土
・
日
曜
日…

 

午

前
10
時
〜
午
後
５
時

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
全
国
統

一
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０
・
０
７

０
・
８
１
０

問
合
　
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

三
課
（
☎
０
６
・
６
９
４
２
・
９
４

９
２
）

　拉致問題や、その他北朝鮮当局による人権侵害問題についての
関心と認識を深めることを目的として、毎年 12 月 10 日から 16
日までの一週間を「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」と定めています。
これに関連し、市では次のとおり写真・パネル展を開催します。
日時　12月９日㈮～16日㈮　午前８時45分～午後５時15分
場所　市役所１階市民ロビー
問合　人権啓発課（市役所１階１番窓口）

人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。12/10 は

人権デー
です。

拉致被害者救出運動写真・パネル展
《12/10～16は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間です》
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ド
ア
の
こ
じ
開
け
や
窓
ガ
ラ
ス
を

割
っ
て
車
内
の
バ
ッ
グ
、
現
金
な
ど

を
盗
む「
車
上
ね
ら
い
」や
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
な
ど
を
盗
む
「
部
品
ね
ら

い
」
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
中
の
府

で
の
認
知
件
数
は
と
も
に
全
国
ワ
ー

ス
ト
１
で
、
合
計
２
万
７
８
９
６
件

で
し
た
。

    

今
年
上
半
期
も
全
国
ワ
ー
ス
ト
１

が
続
い
て
お
り
、「
車
上
ね
ら
い
」「
部

品
ね
ら
い
」
は
府
内
で
１
日
に
70
件

近
く
発
生 
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
22
年
で
は
、
カ
ー
ナ
ビ
の
盗

難
被
害
が
車
上
・
部
品
ね
ら
い
の
約

37
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
カ
ー
ナ
ビ

の
盗
難
被
害
に
遭
う
と
、
窓
ガ
ラ
ス

な
ど
の
修
理
費
用
も
含
め
て
約
70
万

円
の
損
害
が
発
生
し
ま
す
。

カ
ー
ナ
ビ
を
守
る
た
め
に

▽
カ
ー
ナ
ビ
に
は
盗
難
防
止
ネ
ジ
を

付
け
る

▽
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
の
カ
ー
ナ
ビ
は
持

ち
出
す

▽
盗
難
抑
止
機
能
が
付
い
た
カ
ー
ナ

ビ
を
選
ぶ

　 「
車
上
ね
ら
い
」
の
犯
人
は
、
車

の
中
に
金
目
の
も
の
が
な
い
か
物
色

し
て
い
ま
す
。
短
時
間
で
も
車
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
施
錠
を
し
て
、

バ
ッ
グ
や
現
金
な
ど
を
車
内
に
置
い

た
ま
ま
に
せ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
車
内

を
か
ら
っ
ぽ
に
す
る
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

　「
部
品
ね
ら
い
」
の
中
で
約
３
〜

４
割
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
盗
難

被
害
で
す
。
盗
ま
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
は
別
の
車
に
取
り
付
け
ら
れ

る
な
ど
、
他
の
犯
罪
行
為
に
利
用
さ

れ
、
新
た
な
犯
罪
被
害
を
生
み
ま
す
。

　
当
然
、
被
害
者
も
ナ
ン
バ
ー
プ

レ
ー
ト
の
再
発
行
な
ど
煩
雑
な
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
盗
難
防
止
に
最
も
有
効
な
の
が

「
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止
ネ

ジ
」
で
す
。
最
近
で
は
、
安
価
で
自

分
で
も
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
る
も

の
が
カ
ー
用
品
店
な
ど
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
を
！

　
平
成
22
年
の
府
内
全
体
の
自
転
車

盗
は
３
万
６
２
９
４
件
（
前
年
は
４

万
２
２
２
０
件
）
で
、
街
頭
犯
罪
の

４
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

約
半
数
の
自
転
車
が
施
錠
な
し
で
盗

ま
れ
て
い
ま
す
。

●
自
転
車
盗
の
被
害
を
防
ぐ
に
は

▽
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
駐
輪
す
る

▽
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
短

時
間
で
も
必
ず
鍵
を
か
け
る

▽
シ
リ
ン
ダ
ー
キ
ー
な
ど
、
丈
夫
な

鍵
を
２
個
以
上
付
け
る

●
防
犯
登
録
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う

▽
防
犯
登
録
は
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す

▽
防
犯
登
録
を
す
れ
ば
、
盗
難
被
害

時
の
早
期
発
見
に
役
立
ち
ま
す

▽
防
犯
登
録
の
お
問
合
せ
は
、
大
阪

府
自
転
車
商
防
犯
協
力
会
（
☎ 

０
６
・
６
６
２
９
・
０
７
５
０
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

　bouhankun.com
/

）

問
合
　
府
治
安
対
策
課
（
☎
０
６
・

６
９
４
４
・
７
５
０
６
）

「車上ねらい」「部品狙い」
大阪の被害数は
全国ワースト１

自転車の
防犯登録を
忘れずに！

「
ち
ょ
っ
と
し
た
防
犯
意
識
」
が

車
を
被
害
か
ら
守
り
ま
す

自
転
車
盗
の
被
害
に
も

ご
注
意
を
！

車
上
ね
ら
い
・
部
品
ね
ら
い
の

発
生
状
況

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止

に
は
「
盗
難
防
止
ネ
ジ
」
取
り

付
け
が
最
も
効
果
的
！

特
に
カ
ー
ナ
ビ
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！

　府の平成 22 年の街頭犯罪件数は７万 9,864 件で、地域の
ボランティアの皆さんのご協力もあり、平成 11 年以来、11
年ぶりに全国ワースト１を返上できました。
　また、ひったくりも昭和 50 年以来 35 年ぶりにワースト１
を返上しました。
　しかしながら、車上ねらい、部品ねらい、路上強盗、オー
トバイ盗は依然ワースト１となっています。また、街頭犯罪
のうち、車上ねらい、部品ねらい、自転車盗で約 80％を占め
ています。
　皆さんが防犯意識をもって行動すると、街頭犯罪は防げま
すので、一人ひとりが力を合わせて安全・安心なまちをつく
りましょう。
問合　府治安対策課（☎06・6944・7506）

街頭犯罪件数
全国ワーストワン返上！
防犯ボランティアの皆さんご協力ありがとうございます
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全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を

迎
え
る
に
当
た
り
、
毎
年
11
月
９
日

〜
15
日
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
火
災

予
防
思
想
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢

者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生

を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
な
ど
に
強
い
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
防
火
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
日
ご
ろ
か
ら
自
主
防
災
意

識
を
持
ち
、
火
災
や
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
３
つ
の
習
慣

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

▽
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

●
４
つ
の
対
策

▽
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

▽
寝
具
、
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

延
焼
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎

品
を
使
用
す
る

▽
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る

▽
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る

つ
い
て
ま
す
か
？住

宅
用
火
災
警
報
器

家
族
全
員
の
命
を
守
る
た
め
、

早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　
全
国
の
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の

約
９
割
は
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
死
者
数
の
約
６
割
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
今
後

も
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
人
の
約
６
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」

に
よ
る
も
の
で
す
。「
逃
げ
遅
れ
」

そ
れ
は
す
な
わ
ち
「
発
見
の
遅
れ
」

で
す
。

　
日
本
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
普
及
率
が
58
・
４
％
（
平
成
22

年
６
月
）
か
ら
、
71
・
１
％
（
平
成

23
年
６
月
）
へ
と
徐
々
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。
設
置
し
て
い
な
い
人
は

早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
　
消
防
本
部
予
防
係
（
☎
21
・

０
１
１
９
）

11
月
９
日
か
ら
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
！

「
消
し
た
は
ず
　

　
決
め
つ
け
な
い
で
　

　
　
　
　  

も
う
一
度
」

泉州がん拠点病院
合同講習会

寝たばこは

絶対禁止！

平成23年度の
統一標語はコチラ

市の市立病院を含む、泉州地域の「がん拠点病院」
による合同講演会を実施します。
　がん拠点病院としての活動をお伝えするととも

に、医師として、家族としてがん闘病をする患者を支えた
人からの体験談を聴くなどし、患者家族の皆さんに病気と
の向き合い方について考える機会としていただくことを目
的としています。
　参加は無料です。駐車場を利用する場合は駐車料金がか
かります。

日時　11月19日㈯　午前10時～正午
場所　市立岸和田市民病院３階講堂
定員　先着250人
申込　市立病院地域医療連携室へ
プログラム
①がん拠点病院の活動紹介…医師・川島正裕氏（市立岸和
田市民病院呼吸器外科部長・がん診療推進委員会がん相
談部会長）
②講演「がんと共に生きる～医師として、家族として～」
…医師・仲谷憲氏（りんくう総合医療センター麻酔科部長）
③質疑応答
④落語会…落語家・桂そうば氏
問合　市立病院地域医療連携室（☎32・5622）

本

11
／
19
㈯

開
催

を開催します。
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歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

イベント

歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

♬
今
年
も
海
へ
行
く
っ
て

約
束
し
た
じ
ゃ
な
い
　
会
い
た
い…

　
沢
田
知
可
子
さ
ん
が
テ
ク
ス
ピ
ア

ホ
ー
ル
に
や
っ
て
く
る
。

　
１
９
８
７
年
デ
ビ
ュ
ー
、
１
９
９

０
年
に
「
会
い
た
い
」
が
ミ
リ
オ
ン

セ
ラ
ー
と
な
り
、
１
９
９
１
年
Ｎ
Ｈ

Ｋ
紅
白
歌
合
戦
出
場
。
現
在
、「
魂

を
癒
す
ヴ
ォ
イ
ス
ヒ
ー
リ
ン
グ
」「
生

き
る
力
」「
絆
を
育
て
よ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
全
国
で
「
歌
セ
ラ
ピ
ー
ラ
イ

ブ
」
を
展
開
中
の
同
氏
が
、「
コ
コ

ロ
と
カ
ラ
ダ
に
優
し
い
歌
薬
」
と
題

し
て
、
歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
開

場
（
午
後
１
時
30
分
開
演
）

場
所
　
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
１
階
　
多

目
的
ホ
ー
ル

定
員
　
先
着
５
０
０
人
（
定
員
を
超

え
た
時
点
で
入
場
を
お
断
り
し
ま

す
）

費
用
　
無
料

申
込
　
不
要

　
な
お
、
一
時
保
育
に
つ
い
て
は
11

月
21
日
㈪
か
ら
30
日
㈬
ま
で
に
高
齢

介
護
課
・
高
齢
福
祉
係
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
１
歳
６
か
月
か
ら
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
、
先
着
10
人
ま

で
お
預
か
り
し
ま
す
。

問
合
　
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係

（
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
）

歌
セ
ラ
ピ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
心
の
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に

歌
で
癒
し
の
時
間
を
お
届
け
し
ま
す

イベント

ミリオンセラーの大
ヒットソング「会いた
い」でおなじみの沢田
知可子さん

泉
大
津
駅
東
ロ
ー
タ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
る

「
毛
布
謝
恩
セ
ー
ル
」
の
よ
う
す

特産品の毛布・ニットがお求めやすい価格で勢ぞろい！
例年、近畿一円から多くの人が訪れる人気イベントです。

■ 毛布謝恩セール（11/5㈯、6㈰）
日時　11月５日㈯、６日㈰　午前９時～午後４時
場所　泉大津駅東ロータリー（アルザ）
内容　毛布類の販売
問合　日本毛布工業組合（☎33・4185）
■ ニット謝恩セール（11/6㈰）
日時　11月６日㈰　午前９時～午後４時
場所　テクスピア大阪
内容　秋・冬物ニット製品の販売
問合　泉州ニット協同組合（☎31・4481）

■ 商連わいわいフェスタ（11/5㈯、6㈰）
日時　▷11 月５日㈯　午前 10 時～午後４時　▷６日㈰　
午前10時～午後３時

場所　中央商店街周辺（５日のみ）、北助松商店街周辺（６
日のみ）
内容　▷中央商店街…ガラス工芸体験コーナー、飲食ゾー
ン（模擬店）、パフォーマンス（手品ほか）　▷北助松商店街
…飲食ゾーン（模擬店）、カラオケ、ビンゴゲーム、ブラス
バンド演奏ほか
問合　泉大津市商店連合会（☎32・6496）

■ 産業フェア・エコフェア（11/5㈯）
日時　11月５日㈯　午前10時～午後３時
場所　テクスピア大阪
内容　市内事業所商品の展示即売、エコ関連事業・商品の
展示販売
問合　泉大津商工会議所、泉大津商工会議所青年部（☎
23・1111）

■ 農業まつり（11/20㈰）
日時　11月20日㈰　午前９時20分～午後３時（雨天決行）
場所　池上曽根史跡公園
内容　新鮮野菜即売や農作物加工食料品の即売、貫頭衣コ
ンテスト、お楽しみ抽選会など
問合　ＪＡいずみの営農経済部営農指導課（☎072・444・
8001）

■ 貫頭衣デザインコンテスト　入賞作品発表（11/20㈰）
　貫頭衣デザインコンテストに多数の作品が寄せられ、い
ずみの農業協同組合が実施する農業まつりの中で、入賞作
品を発表し、同時にファッションショーを行います。ぜひ
ご来場し、観覧してください。
日時　11月 20日㈰　午前９時50分～ 10時 20分（雨天
決行）
場所　池上曽根史跡公園
問合　産業政策課（市役所１階２番窓口）

11 月に開催さ
れる注目イベン
ト情報です！
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男女がともに 
自分らしく生きられるように… 

 コ ラ ム ・ に ん げ ん
人間が人間らしく生きるために、すべての人が 

等しく持っている権利、人権について考えるコラムです。 

考えよう・人権

ひと 

共同  
参画  
きょうどうさんかく

「
一
期
一
会
」
を
大
切
に

る
日
、
突
然
、

一
枚
の
は
が
き

が
届
き
、
差
出

人
は
知
人
の
妻
だ
っ
た
の
で
、

胸
騒
ぎ
を
覚
え
ま
し
た
。
内

容
は
知
人
の
死
を
知
ら
せ
る

も
の
で
し
た
。
わ
た
し
は
、

そ
の
知
ら
せ
が
信
じ
ら
れ
ず

呆
然
と
は
が
き
を
見
て
い
る

だ
け
で
し
た
。
あ
の
健
康
で

明
る
く
、
意
志
が
強
く
、
職

場
に
お
い
て
も
自
身
の
意
見

を
は
っ
き
り
言
う
リ
ー
ダ
ー

的
存
在
で
あ
っ
た
彼
が
な
ぜ

突
然
亡
く
な
っ
た
の
か
。

彼
と
は
、
あ
る
職
場
で
た

ま
た
ま
１
年
だ
け
い
っ
し
ょ

に
働
く
こ
と
に
な
り
、
同
年

齢
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

と
く
に
楽
し
く
仕
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
の
付
き
合
い
は
年
賀
状
の

や
り
取
り
と
、
年
に
一
度
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
を
訪
ね
、
近

況
報
告
を
す
る
程
度
で
し
た
。

そ
の
間
、
病
気
が
ち
だ
と
か
、

生
活
に
変
化
が
あ
っ
た
と
か

は
一
度
も
聞
く
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
も
う
少
し
親
し
い
付
き

合
い
を
し
た
い
と
願
っ
て
い

た
矢
先
で
し
た
の
で
、
わ
た

し
は
彼
の
死
の
知
ら
せ
に
強

い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

訃
報
に
は
、
突
然
亡
く
な

っ
た
理
由
に
つ
い
て
一
切
触

れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
確
か

め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
亡
く
な
っ
た
の
は
現
実

で
あ
り
、
そ
の
事
実
だ
け
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
彼

と
の
短
い
思
い
出
を
大
切
に

生
き
て
行
こ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
一
生
に
一
度
し
か

会
う
機
会
が
な
い
よ
う
な
縁
、

い
わ
ゆ
る
「
一
期
一
会
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

人
と
の
出
会
い
は
大
切
に
し

な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
た
経
験
で
し
た
。
ま

さ
か
、
あ
の
人
が
亡
く
な
る

な
ん
て
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
実
な
の
で
す
。

命
が
大
切
な
の
は
、
だ
れ

で
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
命

と
命
が
か
か
わ
っ
て
社
会
が

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
理

解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
々
の
生
活
で
は
こ
の
点
を

忘
れ
去
っ
て
し
ま
い
、
後
に

か
け
が
え
の
な
い
人
の
死
に

よ
っ
て
気
づ
か
さ
れ
、
辛
い

思
い
を
す
る
も
の
で
す
。
今

回
の
わ
た
し
の
よ
う
な
経
験

を
し
た
人
も
多
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
人
は
一
人
で
生
き

て
い
る
の
で
は
な
く
、
人
と

人
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

自
身
の
命
は
、
自
分
ひ
と
り

の
も
の
で
は
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
身
は
も

ち
ろ
ん
、
他
の
人
の
命
も
同

様
に
大
切
だ
と
考
え
、「
一
期

一
会
」
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

あ

パープルリボンは女性に対する
暴力根絶を表わします

暴力はその対象の性別、加害者・被害者の間柄を問わ
ず、決して許されるものではありません。とくに配偶者
などからの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セクハラ、
ストーカー行為など女性に対する暴力は、女性の人権を
著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成す
る上で克服すべき重要な課題です。
暴力はいかなる理由があっても振るう側が悪いので

す。相手が「被害者のせい」とか「被害者のため」など
の理由をつけても、悪いのは暴力を振るった側なのです。
しかし、暴力を受け続けている被害者には伝わりにくい
のが現状です。どうか、周りの人が気付いて伝えてあげ
てください。「決してあなたが悪いのではない」と。
～恋人との関係で窮屈な思いを感じているあなたへ～

彼は「愛」という名をかたり、あなたを束縛している
可能性があります。束縛も暴力です。あなたの生き方を
決めるのはあなたです。暴力に対しはっきり「NO！」
を宣言しましょう。
内閣府は毎年11月12日から25日を「女性に対する

暴力をなくす運動」期間と定めています。市でもその運
動の一環として、民間支援団体の代表者の話を聞く会
「被害者とともに歩み続けて」の開催や、市民の皆さん
にシンボルマークであるパープルリボンをツリーにはり
付けてもらう「パープルリボンの花をいっぱい咲かせま
しょう！」や、手作りパープルリボンバッジで「女性に
対する暴力根絶の意志をアピールしよう！」などの事業
を開催いたします。詳しくは人権啓発課へ。
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こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

は
通
信
販
売
の
一
種
で
す
。
通
信
販

売
は「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
」

で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

広
告
表
示
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◇
広
告
表
示
事
項

「
商
品
の
価
格
」「
送
料
」「
商
品

の
価
格
・
送
料
以
外
に
負
担
す
べ
き

内
容
お
よ
び
金
額
」「
代
金
の
支
払

い
時
期
お
よ
び
方
法
」「
商
品
の
引

き
渡
し
時
期
」「
返
品
特
約
に
関
す

る
事
項
」「
事
業
者
の
氏
名
ま
た
は

名
称
、
住
所
、
電
話
番
号
、
代
表
者

氏
名
ま
た
は
責
任
者
名
」
な
ど
。

◇
返
品
特
約

広
告
に
、
返
品
で
き
る
か
ど
う
か

や
条
件
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、「
商
品
到
着
後
８

日
以
内
で
あ
れ
ば
返
品
を
う
け
た
ま

わ
り
ま
す
」「
こ
の
商
品
に
つ
い
て

は
返
品
を
お
断
り
し
ま
す
」「
商
品

に
不
具
合
が
な
け
れ
ば
返
品
に
は
応

じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
な
ど
で
す
。

返
品
の
可
否
や
条
件
が
表
示
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
商
品
が
届
い
て
か

ら
８
日
間
の
契
約
解
除
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
返
品
費
用
（
送
料
）

は
購
入
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

は
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
個
人
間
売
買
の
場
合
に
は
法
律
の

適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
自
己
責
任
が

求
め
ら
れ
る
取
り
引
き
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売
利
用

の
際
の
注
意
点
】

①
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ク
な
ど
を
参
考

に
信
頼
の
お
け
る
事
業
者
を
選
ぶ

※
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ー
ク
と
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

に
㈳
日
本
通
信
販
売
協
会
が
事
業

者
の
実
在
を
確
か
め
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
表
示
が
法
令
な
ど
を
守
っ

て
い
る
か
を
審
査
し
、
マ
ー
ク
の

使
用
を
許
可
し
て
い
る
も
の
。
た

だ
し
、
商
品
の
品
質
や
内
容
、
事

業
者
の
経
営
内
容
な
ど
を
保
証
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
際
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
運
営
業
者
が
発
信
す
る
ト
ラ
ブ

ル
情
報
を
確
認
し
、
エ
ス
ク
ロ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
検
討
す
る

※
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
品

物
と
代
金
の
受
け
渡
し
を
第
三
者

企
業
が
行
う
も
の
で
す
。（
落
札

者
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
に
代
金

を
入
金→

落
札
者
が
商
品
を
確
認

→

サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
が
出
品
者

に
代
金
を
払
う
）

③
住
所
や
電
話
番
号
な
ど
連
絡
先
が

わ
か
ら
な
い
サ
イ
ト
で
は
買
い
物

を
し
な
い
。
固
定
電
話
な
ど
で
、

業
者
が
実
在
す
る
か
ど
う
か
確
認

す
る

④
代
金
の
前
払
い
は
さ
け
る
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
決
済
の
場

合
、
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
情
報
入

力
画
面
が
情
報
漏
れ
を
防
ぐ
た
め

暗
号
化
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る

⑤
商
品
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
中
身
を

確
認
。
注
文
と
違
う
も
の
や
壊
れ

た
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、
す
ぐ

に
シ
ョ
ッ
プ
に
連
絡
す
る
　

―
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
―

①
広
告
表
示
を
し
っ
か
り
確
認

②
利
用
規
約
を
し
っ
か
り
読
む

③
ネ
ッ
ト
広
告
の
表
示
や
購
入
ま
で

の
や
り
と
り
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
お
く

※
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

は
、
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
月

〜
金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

14

通
信
販
売
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は

な
く
、
返
品
で
き
ま
せ
ん
。

インターネットでパソコン増設メモリーを購入したが、機種が合わず
使用できなかった。未使用なので業者に他のメモリーと交換して欲し
いと申し出たが、断られた。クーリング・オフできないのか。

ネットショッピング、返品できる？　できない？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
写
真

と
住
所
・
名
前(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
ひ
と
こ
と
を
添
え
、郵
送（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@
city.izum

iotsu.osaka.jp

）
で
秘
書
広
報
課
ま
で
。

募 集

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と 

元気でーす！ 

おおつっこ
瀧
谷
優
士
ち
ゃ
ん

た
き
た
に
ゆ
う
と

好奇心旺盛で毎日の成長にびっ
くり ! !
心も体も大きくなあ～れ ! !

（曽根町）

平
成
22
年
11
月
５
日
生
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Mayor's
Work

9・10月の主な動き

市長の
う ご き

●9月29日㈭
金婚祝賀会に出席しました。今年
結婚50周年を迎える市内在住の
ご夫婦65組の皆さんと会食や記
念撮影するなど、楽しいひととき
を過ごしました。

●10月13日㈭
10月2日に市民会館で行われた
東日本大震災チャリティライブで
集まった義援金を持って、漫才師
のオール阪神さんらが神谷市長を
訪問しました。義援金は市を通じ
東北へと届けられる予定です。

●3日㈷
有功者表彰式（市民会館）
●5日㈯
総合防災訓練（なぎさ第１号物揚
場・泉大津旧港）
●12日㈯
南公民館まつり（南公民館）
●13日㈰
市民体育祭（古池公園）
●15日㈫
定例市長会議（大阪府庁）、教育
委員会表彰式（市役所３階）
●20日㈰
市展表彰式（テクスピア大阪）
●26日㈯
北公民館開館30周年記念大会
（北公民館）

◆土器づくり（毎月実施） 日時／11月27日㈰ 午前10時～、午後1時～　定員／午前、
午後とも先着8人　参加費／300g300円～　申込／11月8日㈫午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施） 日時／11月26日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／
午前、午後とも先着4人（中学生以上）　参加費／30gまでは1人500円、それ以上は1人
一律600円　申込／11月8日㈫午前10時から電話予約
◆干支の置物をつくろう 来年の干支である「たつ」の置物をつくります。　日時／11月
9日㈬　午後1時30分～　定員／先着30人　参加費／500円　申込／電話予約受付中
◆池上曽根史跡公園協会10周年記念事業　写生会「弥生時代を描こう」 開園から10周
年経過した史跡公園を舞台に写生会を開催します。　日時／11月12日㈯　午前10時～午
後1時　対象／小学4～6年生　定員／先着50人　参加費／無料　持物／絵の具などの画材
（画用紙のみ、こちらで用意）申込／11月8日㈫午前10時から電話予約
◆泉州に息づくその技～ガラスの魅力 日時／12月10日㈯　午後2時～4時　定員／先着
50人　参加費／聴講は無料。体験希望者のみ500円　講師／佐野邦巳子氏（ガラス工房
邦）　申込／11月22日㈫午前10時から電話予約

◆ふるさとの古文書解読講座 日時／11月11日㈮　午後1時30分～3時（受付午後1時～）
場所／テクスピア大阪3階研修室　参加費／100円　講師／山口恭子（泉大津市史料室）
申込／新規申込者は電話にて織編館か生涯学習課へ
◆手織り体験「マフラーを織る」 日時／11月20日㈰、21日㈪、24日㈭、25日㈮のい
ずれか1日　午前10時～午後３時30分 場所／織編館体験学習室　定員／各日先着4人
費用／1,000円/ｍ　講師／織編館手織りボランティアの皆さん 申込／電話にて織編館へ
◆ふるさとの文化財講座「泉大津市内の建造物」 日時／11月25日㈮　午後2時～３時
（受付午後1時～）　場所／テクスピア大阪３階研修室　受講料／無料　講師／虎間麻実
（市教委）　申込／不要
◆織編館歴史民俗文化事業　収蔵品展「近代の絵葉書」 織編館が所蔵する絵葉書約40枚
と、関連資料を展示します。　期間／12月3日㈯～1月29日㈰（ただし水曜日休館）　場
所／織編館企画情報展示室　入場／無料
◆企画展開催記念企画　学習体験「絵手紙をつくろう」 はがきに干支・花・風景などを
描きます。　日時／12月11日㈰　▷午前の部…午前10時～11時（受付午前9時30分～）
▷午後の部…午後2時～3時（受付午後1時30分～）　場所／テクスピア大阪3階西研修室
定員／各部先着20人　受講料／無料　持物（お持ちの人のみ）／絵具・水入れ・筆・鉛筆
（2Bまたは3B）（はがき・ティッシュペーパーは、こちらで用意） 講師／四本祐司氏
（市展審査委員）　申込／電話受付
◆織編館ギャラリー　▷「キルトサークル　ピース」 期間／11月4日㈮～6日㈰　内
容／パッチワーク作品　約100点　▷「市展（書・写真・陶芸）」 期間／11月11日㈮～
13日㈰　▷「市展（洋画・日本画）」 期間／11月18日㈮～20日㈰　▷「一期の会絵画
展」 期間／11月24日㈭～27日㈰　内容／絵画・写真・木彫りなど ▷「好勝展」 期
間／12月3日㈯～4日㈰　内容／墨彩画　15点

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

11 月の主な予定
※(　) 内は場所
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